
東 京 大 学

第 3巻 第 8号 昭和 46年 10月 1日

22日 (水)13:00～ 17:00 教授会
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8月理学部会合日誌

12:30～ 13:40 理職との会見

10:00～ 12:00 人事委員会

15:00～ 17:00 教務委員会

9月 理学部会合日誌

16:00～ 18:00 改革についての懇談会 (天

文・地球物理)

教 授 会 メ モ

9月 22日 (水)定例教授会 於 4号館物理会議室

1.前回議事承認

2.人事異動等報告

学内状況

○ 農学部キャンパスの諸問題は夏休み中の各部局の御

努力により好転のきざしが見えはじめている。地震研

究所では 9月 16日 に職員との会合をもった。力武所

長は辞任され大沢教授が所長事務取り扱いとなって話

し合いが行なわれている。

応用徴生物研究所は丸尾所長が辞任され池田教授が

後任となられた。

○ 大学などでの薬品類の保管について,新聞誌上でも

見られるように,他大学で二三の問題があった。本理

学部の各部局でも十分注意されるよう。

○ 第 2次定員削減の件はかねがね問題となっていた

が,この度教官 1%,一般職員 9%(ただし教室系

一般職員は 6%)の線に決った模様である。

○ 進学振 り分けが近くあるので各教室ともよろしくお

願いしたい。

○ 改革室のメンバーが決った。

室長:加藤一郎,室長代理 :向坊 隆

○ 建築委員会が開らかれ, 長期計画について本年 10

月に中間報告,46年度末に第 1次計画 (本郷キャンパ

スのマスタープラン,都内周辺キャンパスの諸問題),

14:00-16:00

14:00～ 16:00

16:00-18100

改革についての懇談会 (地

質・ 鉱物・地理)

専門課程主任会議

改革についての懇談会 (動

物・植物。人類・生物化学)

10:00～ 12:00 総合計画委員会

13:00～ 15:00 教務委員会

13:00～ 15:00 会計委員会

15:00～ 17:00 主任会議

15:15～ 17:00 人事委員会

16:00～ 18:00 改革についての懇談会 (数

学)

14:00～ 16:00 改革についての懇談会 (物

理)

14:00～ 16:00 理学系研究科委員会

14:30～ 18:30 改革についての懇談会 (化

学)

13:00～ 15:00 総合計画委員会

13:30～ 14:30 理系自治会と学部長会見

15:00～ 17:00 入試委員会 (修士)



47年度末に第 2次計画。

○ 全学一般教育ゼ ミナーが募集中であるのでよろしく

お願いしたい。

3.教養学部第四学期専門科目履修規則の一部 を改正

する規則 (案 )について (理学部規則の改正):大木

教務委員長より説明

4.研究生の入学に関する件

5.評議員選出の件:大木評議員が再選された

6.人事委員会報告 (今井委員長)

8月 20日 に開らかれた人事委員会についての報告

があった。

7.会計委員会報告 (島内委員長)

9月 8日 に会計委員会が開らかれ,部長保留金の配

分案を作成 した。

また,電気 。ガス・水道の経費がかなりの額になっ

ているので,できるだけ節約していただきたい。

なお,1970年 度の理学部での使用料で,水道:1900

万円,ガス:1490万円,電気:597万 円,電話:1091

万円,であり, この総額は化学教室への配分額の 1.2

倍程度で校費総額 (旅費は含まず)369,678,000円に

対して 13%に もなっている。

○ 臨海実験所に附属 している水族館の公開を中止する

との報告が木下所長から述べられた。これで同館の数

十年にわたる歴史が閉じることになった。
8.教務委員会報告 (大木委員長)

臨時カリキュラムの専門課目の認定について報告,

また,学士入学および転学科の件についての相談がさ

れた。また,小松委員から数学の臨時カリキュラムに
ついての報告があった。

委員の交代があり,新委員は次の通り

教 務 委 員

教官人事移動 餘退。休職)

氏 名  所 属  発 令 事 項  発今年月日

中 井 浩 二  物 理  助教授に昇任  46.8.1
田 隅 三 生  生 化  助教授に昇 任 46.8.1
豊 増  翼  人 類 助 手 に 採 用 46.8.16
平 井 百 樹  人 類    ″   46.9。 1

中 田敏 夫  生 化    ″   46.9.1
朝 野 洋 一  地 理    ″   46.9.1
曾 田邦 嗣  物 理    ″     46.9.16
福 原 真 二  数 学    ″   46.10.1
小 西 芳 雄  数 学    ″   46.10.1

外 国 人 研 究 員

教室 (所属)化 学

国籍 ァメリカ合衆国

氏名 Robert K.Bohn

現罪箕 Assistant professOr,Department of Chemistry

The University Of COnnecticut.

研究期間 昭 46.9.7～ 47.9.6

理学博士学位授与者

(46. 7. 19 イ寸)

専門課程 論 文 題 日

生/12化学
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中島勝也

小 松 彦 三

岸 保 勘 三

(新)高 橋 武

(新) 飯  田  修

郎
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美

一

(数  学)

(地球物理)

(化  学)

(物  理)

(新) 吉  川  虎  雄 (地  理)

(新) 代  谷  次  夫 (動  物)

9.総合計画委員会報告 (河田委員長)

10.幹事会報告 (後藤幹事長)

9月 初旬の数日にわたって行なわれた各教室との懇

談の結果について報告があった。

○ 四年一貫教育,学部研究所再編成などについての基

本方針を検討する全学的な委員会 (研究教育維繊専門

委員会)の委員として朽津教授が指名された。

1混雑問題の統計数理的解析

碧葬帰背考a寺
部成田層群の堆

訂  正

理学部広報第 3巻第 7号 (昭 46.7.25)中 の字句

を次のように訂します

誤     正

4頁右下から5行日  約償円で  約 4億円で
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して断 します。
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